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【研究成果の概要】  
文 部 科 学 省（ 2023）の「 令 和 4 年 度 児 童 生 徒 の問 題 行 動・不 登 校 等 生徒指 導 上 の 諸 課 題に 関 する 調

査 」に よ る と、小 学 生の 暴 力 行 為 の 認知 件 数は 61,455  件 、い じ め の 認 知 件 数 は 551,944 件 に の ぼ っ

て い る 。暴 力 行 為 の認 知件 数 は 中 学 校 を上 回 って お り 、い じ め 認 知件 数に お い て も す べて の 校種 の 中

で 小 学 校 が 多 い状 況 が続 い て い る 。こ の よう に、小 学 校 に お い て 子ど も同 士 の 対 立 を 起因 と する 問 題

行 動 の 増 加 が 顕著 で ある 。  
こ の 現 状 に 対 して 生 徒指 導 提 要 （ 文 部科 学 省 ,  2022） で は 、 チ ー ム 学校 に よ る 生 徒 指導 体 制の 構 築

と と も に 、個 性 や 多様 性を 認 め 合 い 、安 心 して 授業 や 学 校 生 活 が送 れ るよ う な 風 土 を つく る 学級 経 営

の 重 要 性 が 指 摘さ れ てい る 。  
そ こ で 本 研 究 では 、ポ ジテ ィ ブ な フ ィ ード バ ック を 子 ど も 同 士の 社 会的 な 相 互 作 用 の促 進 を学 級 経

営 の 取 り 組 み とし て 行う こ と が で き る、 Posi t i ve  Pee r  Repo rt ing（ 以 下 、 PPR と す る ） に 注 目 し た

（ Ervin  & Mi l le r,  1996 ;  Skinne r,  Neddenrie p ,  Robinson,  Ervin  & Jones ,  2002 ;  Hofs tadte r,  Jones ,  
& The rrien ,  2009）。 PPR と は 、 児 童 本 人 の 適切 な 行 動 が 仲 間か ら 注目 さ れ 、 直 接 報告 さ れる 環 境 を

整 備 し 、社 会 的 相 互作 用の 中 で ポ ジ テ ィブ な フィ ー ド バ ッ ク が増 え るこ と で 、向 社 会 的 行動 が促 進 さ

れ る と 想 定 す る取 り 組み で あ る（ 竹 島 ,  2016）。大 対・月 本・田 中・野田・大 久 保（ 2017）は 小 学 3 年

生 の 1 学 級 に 対 し て PPR を 実 践 し 、 や さ し い言 葉 か け の 自 己評 価 の向 上 を 明 ら か にし て いる 。 こ の

よ う に 様 々 な 効果 が 実証 さ れ て い る PPR で あ る が 、 こ れ ま で子 ど もの 友 人 関 係 に 及ぼ す 影響 に つ い

て 検 討 さ れ た 例は な かっ た 。 そ こ で 本研 究 では 、 小 学 校 の 通常 の 学級 に お い て PPR に 取 り 組 み 、 子

ど も の 友 人 関 係に 及 ぼす 影 響 の 検 討 を行 っ た。  
公 立 小 学 校 5 年生 1 学級 の 児 童 を 実 施群 と して PPR を 行 っ た 。 調 査 の 実 施 に 当 た って は 学校 長 に

対 し て 研 究 の 概要 と 質問 内 容 の 説 明 を行 い 、調査 と 研 究 に 対 する 同 意を 得 た 。実施 期 間 は X 年 9 月 か

ら 12 月 の 3 か 月 間 で あ っ た 。  
質 問 紙 調 査 は 山田・米沢（ 2011）の 学 校 環 境適 応 感 尺 度 と 松山・真田・栗 原（ 2020）の 介入 行 動 意

図 尺 度 、 さ ら に PPR 自 体 の 効 果 を 検 証す る ため に 藤 原 ・ 村 上・ 西 村・ 濱 口 ・ 櫻 井 （ 2014）の 対 人 的

感 謝 尺 度 を 用 い て PPR 実 施 前 後 に 行 った 。  
そ の 結 果 、学 校 環 境適 応感 に お い て は 友人 サ ポー ト の 向 上 と 非侵 害 的関 係 の 減 少 、介 入 行動 意図 に

お い て は 援 助 意図 の 向上 と 傍 観 意 図 の減 少 、さ ら に 対 人 的 感謝 の 向上 が 明 ら か と なっ た 。  
結 果 よ り 、PPR の 実 施 を 通 し た 社 会 的 相互 作 用の 促 進 が 子 ど もの 友 人関 係 に 対 し て ポジ テ ィブ な 影

響 を 及 ぼ す こ とが 明 らか と な っ た 。し か しな がら 、学 校 環 境 適 応 感に おけ る 向 社 会 的 スキ ル や介 入 行

動 意 図 に お け る介 入 意図 な ど 、具 体 的 な 行動 スキ ル に 対 し て は影 響 が示 さ れ な か っ た 。よっ て今 後 は

具 体 的 な 行 動 スキ ル に関 す る 教 育 的 支援 と とも に 実 施 し 、 その 効 果を 再 検 討 す る こと が 期待 さ れ る 。

ま た PPR の 実 施 に つ い て は 、 現 在 の 教育 課 程に お け る カ リ キュ ラ ム・ オ ー バ ー ロ ード の 問題 や 学 校

教 員 の 業 務 過 多の 問 題も あ り 困 難 さ が指 摘 され る が 、本 研究 で は 登 校時 と 下 校 時 間 の授 業 時間 外 で 実

施 し た 。加 え て 昨 今 では ICT 機 器 を 用 い た PPR も 行 わ れ つ つ あ る 。そ う い っ た PPR の 実 施 方 法 の 在

り 方 を 、 本 研 究で 得 られ た 結 果 も 参 考に し なが ら 検 討 を 続 けた い 。  
 

【研究成果発表方法】  
現 在 、 研 究 成 果を 取 りま と め 、 以 下 の通 り 査読 付 き 学 術 誌 に投 稿 する 予 定 で あ る 。  
 
「 小 学 校 の 通 常の 学 級に お け る 社 会 的相 互 作用 の 促 進 が 子 ども の 友人 関 係 に 及 ぼ す影 響 の検 討 」 松

山 康 成 ， ピ ア ・サ ポ ート 研 究 （ 投 稿 予定 ）  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


